
■ 技術営業の活動拠点 ■ 汎用フライスを駆使して金型部品を加工する

■ 粗加工の内製化を実現した高剛性の複合旋盤

■ 手作業により丁寧な仕上げ

自動車部品向け金型開発

　サンエスは、プレス金型パーツや
樹脂成形金型パーツ、各種専用機
の 精密部品、治工具・ゲージなど
の製作が得意だ。
　生産現場で必要とされる高精度な
金属部品を１個から数個といった一
品ものばかり、丸物や角物問わずさ
まざまな形状の製品を製作する。素
材も工具鋼や鉄、ＳＵＳ、アルミ、銅、
樹脂（ＰＯＭ）など幅広く対応する。
　２０１３―１４年にかけて、メイン事
業であった自動車部品向け金型にお
いて、各自動車メーカーから「燃費
向上に資する価値の提供」への要
望が高まってきた。燃費向上のため

の構造体には、軽量で高強度・高
精度の先進プレス素材が必要となっ
た。さらに安定供給のための高精度・
高品位の金型が不可欠で、加えて
短納期・低コストでの製造も求めら
れた。
　折しも、世間 は０９年 のリーマン
ショックや１１年に発生した東日本大
震災など外部環境の変化もようやく
落ち着きを見せ始めた。同社も２期
連続で黒字を計上するなど安定して
きた時期だったが新たな挑戦に踏み
出した。

高機能と高性能を求めて

　「燃費向上」のためには、より高
い機能性が求められ、それを実現

するために高性能の部品が必要とさ
れる。そこで同社が取り組んだのは、

「ＣＶＴ（無段変速機）」の開発にか
かわるプレス金型用のパンチ部品
だった。
　ただ、ＣＶＴ部品を製造する「ファ
インブランキングプレス」で用いられ
るパンチ部品を受注するうえで「粗
加工の高精度化・高速化が課題だっ
た」と吉川源太郎社長は振り返る。
「当時は、粗加工は社内での加工
が困難だったため、外注化していた」

（吉川社長）。そのため全体のリー
ドタイムが長期化して、ユーザーか
らのニーズである「短納期」の要請
に応じきれないという大きな問題が
あった。

高剛性の複合旋盤を導入

　そこで、同社は「平成２５年度補
正中小企業・小規模事業者ものづく
り・商業・サービス革新事業」を活
用して、ＤＭＧ森精機のコンピュー
ター数値制御（ＣＮＣ）旋盤「ＮＬＸ
２０００」を導入した。高剛性の複合
旋盤だ。「粗加工の内製化という課
題も克服でき、わが社のニーズにぴっ
たりだった。段取り替え後に従業員が
交代しても同等レベルの加工ができ
る」（同）ことが、大きな強みになっ
た。
　粗加工精度の向上に成功した結
果、単品・小ロット生産が多い中で

「部品製作全体のリードタイムを約

３０％短縮できた」 (同)ことで短納期
への要望にも応えられた。また、リー
ドタイムが短縮されたことで時間単
価も約３０％引き下げられた。ユー
ザーからの課題であった「短納期」

「低コスト」の達成が、「地域内での
同業他社との差別化につながってい
る」（同）と自信を深める。

新たな分野への挑戦

　同社は、金型部品の専門商社と
して創業したが、製造部門を設け
技術力を培うことで商社機能だけで
なくメーカー機能を併せ持つように
なった。「技術営業として活動できる」

（同）ことで、金型メーカーからの引
合いも増え、他社とは一線を画す。

さらに高精度の設備を導入し続けて
きたことで、高硬度・高精度加工を
手掛けレベルが向上した。測定機器
も充実させ専任の担当者を置き、制
度保証を確立させた。
　さらに、東北から九州までさまざ
まな得意分野を持つ協力会社ネット
ワーク＝「技術者集団『ワークス』」
を形成する。「高度化するニーズに
フレキシブル＆リーズナブルに応え
る」（同）ため、「創造的企業」によ
る提携・ネットワーク化の拡充を目
指す。技術力が一つの営業ツールと
なり自動車関連以外にも仕事の幅が
広がっている。今後は、医療関連機
器やモビリティ関連ロボット部品など
にも積極的に提案していく。
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